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『資
実
長
兼
両
卿
百
番
詩
合
』
考

―
―
尊
経
閣
文
庫
本

「
百
番
詩
合
」
を
中
心
に
―
―

は
じ
め
に

『
群
書
類
従
』
文
筆
部
に

『
資
実
長
兼
両
卿
百
番
詩
合
』
と
い
う
作
品
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
藤
原
資
実
と
藤
原
長
兼
と
い
う
二
人
の
人
物
に
よ
る
漢

詩
句
二
句

一
聯
が
詩
題
も
含
め
、
春
夏
秋
冬
雑

（春
二
十
聯
、
夏
六
聯
、
秋

二
十
二
聯
、
冬
六
聯
、
雑
四
十
六
聯
）
の
順
で
そ
れ
ぞ
れ
百
聯
ず

つ
、
合
計

二
百
聯
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
題
は
完
全
に
は

一
致

し
な
い
。

収
録
さ
れ
て
い
る
資
実
作
の
詩
聯
を
１
～
１００
、
長
兼
作
の
詩
聯
を

［１
］

～

［１００
］
と
し
、
各
々
の
冒
頭
と
末
尾
を
示
し
て
お
く

（以
下
、
二
人
の
詩

聯
を
示
す
際
は
こ
れ
に
倣
う
）
。

左
　
春
　
　
　
　
　
資
実
卿

春
作
四
時
始

１
　
漢
十
二
皇
高
祖
徳
　
唐
三
百
載
太
宗
功

雪
尽
草
徐
青

２
　
南
老
髪
眉
残
縦
在
　
西
施
顔
色
自
斯
新

雪
消
知
草
樹

３
　
浪
声
猶
自
苔
厳
夕
　
山風
気
再
青
松
澗
春

栗

生

育

美

¨

（略
）

為
慇
多
年
遇
謹
節
　
東
明
山
下
再
秋
風

成
王
聖
代
七
年
後
　
我
国
周
公
働
旧
営

右
　
春
　
　
　
　
　
長
兼
卿

春
作
四
時
始

黄
軒
著
徳
帝
猷
祖
　
伯
萬
立
功
王
者
先

粧
娃
無
力
玉
讐
重
　
忠
士
送
年
白
髪
寒

漏
渡
留
月
朝
氷
水
　
松
柏
勝
花
春
雪
山

一

（略
）

［９９
］
同
異
分
成
劉
向
力
　
河
間
章
与
壁
中
書

［１００
］
庭
実
両
般
温
古
種
　
皇
唐
池
竹
漢
宮
松

資
実
の
１
番
を
例
に
と
る
と
、
「漢
の
時
代
が
十
二
代
続
い
た
の
は
高
祖

の
仁
徳
の
な
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
唐
の
時
代
が
三
百
年
の
長
き
に
わ
た
っ
た

の
は
太
宗
の
功
績
に
よ
る
」
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
二
句
に
は
詩
題
の

「春

は
四
時
の
始
め
と
作
る

（春
は
四
季
の
始
ま
り
で
あ
る
と

を
受
け
て
故
事

が
詠
ま
れ
て
お
り
、　
一
年
を
支
え
る
春
の
す
ば
ら
し
さ
を
称
え
る
内
容
と
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な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
限
ら
ず
、
収
録
さ
れ
て
い
る
漢
詩
句
に
は
数
多
く
故

事
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
句

一
聯
に
お
い
て
対
句
に
な

っ
て
い

る
も
の
も
多
く
、
こ
の
作
品
は
資
実

・
長
兼
作
の
七
言
律
詩
の
頷
聯
、
ま
た

は
頸
聯
を
抜
き
出
し
て
集
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
花
。

そ
も
そ
も
詩
合
と
は
、
参
加
者
が
左
右
に
分
か
れ
て

一
番
ず

つ
漢
詩
を
交

互
に
詠
み
合
い
、
各
々
の
優
劣
を
競
う
行
事
で
あ
り
、
判
者
の
判
詞
に
よ

っ

て
勝
負
の
判
断
が
下
さ
れ
る
。
天
徳
三

（九
五
九
）
年
に
村
上
天
皇
の
も
と

で
行
わ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
時
行
わ
れ
た
十
番
の
詩
合
は

『
天
徳

三
年
闘
詩
行
事
略
記
』
と
し
て

『
群
書
類
従
』
文
筆
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
第

一
番
を
例
に
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
な
形
式
を
持

っ
て
い
る
。

第

一　
　
与
レ
月
有
二
秋
期

一

左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
時

何
秋
与
レ
月
不
二
相
思

一　
　
虫
里
若
今
秋
二
八
時

為
向
二
清
涼
風
景
一奏

　
　
望
レ
雲
別
有
二
万
年
期

一

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
幹

金
波
巻
レ
霧
毎
相
思
　
　
　
不
レ
似
涼
風
八
月
時

定
識
聖
明
鸞
殿
上
　
　
　
清
光
長
献
万
年
期

左
詩
講
畢
、
次
右
詩
講
畢
。
時
剋
之
間
、
判
者
以
レ
右
為
レ
勝
。

愛
右
念
人
勧
二
盃
於
左
「
相
分
巡
行
漸
畢
。

こ
こ
で
は
、
左
右
二
人
の
漢
詩
の
後
に
付
さ
れ
た
判
詞
に
よ

っ
て
、
右
の

直
幹
の
漢
詩
の
方
に
勝
ち
の
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る

（傍
線
は
引
用
者
）
。

こ
の
ほ
か
に
、
左
右
の
文
字
の

一
方
に

「
勝
」
や

「
持
」
と
記
す
こ
と
で
、

勝
ち
負
け
や
引
き
分
け
の
判
断
が
示
さ
れ
た
詩
合
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
『資
実
長
兼
両
卿
百
番
詩
合
』
は
こ
の
よ
う
な

一
般
的
な
詩

合
の
形
式
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。
左
右
二
人
の
詩
聯
が
交
互
に
番
え
ら
れ
て

お
ら
ず
、
必
ず
し
も
同

一
の
詩
題
の
も
と
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
勝
負
の
判
断
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。

詩
合
と
し
て
特
異
な
形
式
を
持

っ
て
い
る
こ
の
作
品
に
関
し
て
は
、
な
ぜ

そ
う
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
、
詳
細
な
研
究
は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ

（
４
）

て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
伝
わ
る
諸
本
の
中
で
、
書
写

年
が
最
も
古
く
他
本
の
書
写
の
も
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
尊
経
閣
文
庫

本

「百
番
詩
合
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　
前
尊
経
閣
文
庫
本
の
形
式

『
国
書
総
目
録
』
に
は
、
『資
実
長
兼
両
卿
百
番
詩
合
』
の
諸
本
と
し
て
以

下
の
八
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

Ｉ
　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本

「百
番
詩
合
」
（江
戸
初
期
写
）

Ⅱ
　
宮
内
庁
書
陵
部
本

「百
番
詩
合
」

Ⅲ
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本

「百
番
詩
合
」
（尊
経
閣
文
庫
本
写
）

Ⅳ
　
島
原
市
島
原
公
民
館
松
平
文
庫
本

「百
番
詩
合
」
（貞
治
二
年
菅

原
為
綱
奥
書
本
写
）

Ｖ
　
神
宮
文
庫
本

「百
番
詩
合
」
（貞
治
二
年
奥
書
本
写
）

Ⅵ
　
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
本

「百
番
詩
合
」
（建
長
八
年
写
）

Ⅶ
　
高
松
宮
本

Ⅷ
　
群
書
類
従
本

「資
実
長
兼
両
卿
百
番
詩
合
」



Ⅵ
の
尊
経
閣
文
庫
本
は
筆
跡
の
異
な
る
二
種
類
の
奥
書
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
前
半
部
に
は
建
長
八

（
一
二
五
六
）
年
、
後
半
部
に
は
貞
治
二

（
一
三

六
三
）
年
と
い
う
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る

（後
述
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
Ⅲ

ｏ

Ⅳ

・
Ｖ
に
つ
い
て
は
、
尊
経
閣
文
庫
本
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
広
く
知
ら
れ
て
い
る
Ⅷ
の
群
書
類
従
本
は
尊
経
閣
文
庫
本
と
同
じ

二
種
類
の
奥
書
を
持

っ
て
お
り
、
Ⅵ
の
尊
経
閣
文
庫
本
は
諸
本
の
う
ち
の
少

な
く
と
も
四
本
の
も
と
に
な

っ
た
善
本
と
い
え
る
。

こ
こ
で
、
尊
経
閣
文
庫
本
の
書
誌
的
事
項
を
示
し
て
お
く
。

「
百
番
詩
合
」
（古
名
人

一
三
二
）
　

写
本

一
冊

粘
葉
装
。
縦
二
十
六

・
八
セ
ン
チ
、
横
十
六

。
○
セ
ン
チ
。
表
紙
裂
は
花
色

地
鳥
龍
虎
等
模
様
緞
子
。
料
紙
は
不
明
。
外
題
は
な
く
、
内
題
は

「
百
番

詩
」
。
本
文
冒
頭
に

「
百
番
詩
合
」
と
あ
る
。
箱
に

「菅
為
長
卿
筆
　
百
番

詩
合

　

一
冊
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
十
九
丁

（奥
書
を
含
む
）
。

一
丁
あ
た
り
十
二
行

（丁
の
表
六
行
、
一暴
六
行
）
。　
一
行
に
は
資
実
ま
た
は

長
兼
作
の
漢
詩
句
二
句

一
聯
が
記
さ
れ
、
そ
の
後
に
各
々
の
詩
題
が
小
さ
く

付
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
尊
経
閣
文
庫
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
長
兼

（右
）
の

［７
］
番
か
ら

［９
］
番
ま
で
の
詩
聯
の
間
に
、
誤
写
が
二
か
所
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
誤
写

部
分
が
こ
の
詩
合
の
本
来
の
形
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
を
明
ら
か

に
す
る
重
要
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
の
誤
写
を
含
む
前
後
の
詩
聯
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

［７
］
四
十
余
廻
留
不
得
　
煙
霞
再
会
老
猶
期
　
　
歳
歳
惜
春
内

［８
］
行
竃
焼
春
商
客
艇
　
軽
軒
入
雪
夏
王
車
　
　
花
開
水
陸
間

［９
］
興
嘲
朧
水
三
秋
月
　
思
染
巴
天
万
里
霞
　
　
春
山
属
旅
情

尊
経
閣
文
庫
本
で
は
、
書
写
者
が
何
度
も
上
か
ら
線
を
引
い
て
誤
り
の
文

字
を
消
し
、
そ
の
次
の
行
に
正
し
い
文
字
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ

の
誤
写
を
文
字
の
上
に

一
本
線
を
重
ね
る
形
で
表
す
。

こ
の
二
か
所
の
誤
写
に
お
い
て
は
、
そ
の
前
後
に
あ
る

［７
］
番
と

［８
］
番
、
ま
た
は

［８
］
番
と

［９
］
番
の
詩
聯
と
比
べ
て
み
て
も
、
共

通
す
る
語
句
が
見
ら
れ
な
い
。　
一
度
書
か
れ
て
消
さ
れ
て
い
る
こ
の
語
句
は

一
体
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
部
分
よ
り
前
の
長
兼
の

［１
］
番
か
ら

［６
］
番
、
あ
る
い
は
後
に
続
く

［Ｈ
］
番
か
ら

［‐００
］
番
を
見
て
も
、
こ

の
語
句
を
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
よ
り
先
に
収
録
さ
れ

て
い
る
資
実

（左
）
の
詩
聯
を
見
る
と
、
そ
こ
に
こ
の
二
つ
の
詩
聯
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

７
　
四
序
若
無
春
外
節
　
一
生
応
住
酔
中
郷
　
　
花
一則
唯
酌
酒

８
　
辺
塵
風
静
胡
千
里
　
宮
樹
霞
芳
漢
両
京
　
　
花
柳
労
満
城

９
　
暫
望
雲
路
九
重
雪
　
恐
送
塵
寝
七
世
春
　
　
宮
花
不
限
年

１０
　
彰
沢
先
生
栽
柳
地
　
余
杭
太
守
載
花
舟
　
　
州
県
春
光
遍

資
実
の
７
番
か
ら
１０
番
ま
で
の
詩
聯
を
こ
こ
に
挙
げ
た
が
、
こ
れ
を
見
る

と
、
先
程
挙
げ
た
長
兼
の

［７
］
番
の
次
に
誤
写
さ
れ
て
い
る

「辺
塵
風
静

胡
千
里
　
宮
樹
霞
芳
漢
両
京
」
は
、
資
実
の
８
番
の
詩
聯
で
あ
る
。
さ
ら
に

長
兼
の

［８
］
番
の
後
に
あ
る
の
は
、
資
実
の
９
番

「暫
望
雲
路
九
重
雪

恐
送
塵
簑
七
世
春
」
で
あ
る
。



こ
こ
で
、
尊
経
閣
文
庫
本
を
作
成
す
る
際
に
も
と
に
な
っ
た
本
を
前
尊
経

閣
文
庫
本
と
名
付
け
よ
う
。
仮
に
前
尊
経
閣
文
庫
本
に
資
実
と
長
兼
の
詩
聯

が
今
見
る
本
と
同
じ
よ
う
に
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ

一
括
し
て
収
め
ら
れ
て
い
た

と
す
れ
ば
、
長
兼
の
詩
聯
の
間
に
突
然
資
実
の
詩
聯
を
書
き
誤
る
よ
う
な
こ

と
は
起
こ
り
え
な
い
。
あ
る
い
は
、
前
尊
経
閣
文
庫
本
に
誤
り
が
あ
っ
た
と

し
て
、
そ
の
誤
写
を
も
そ
の
ま
ま
書
写
し
て
尊
経
閣
文
庫
本
を
作
成
し
た
と

い
う
こ
と
も
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
と
す
る
と
、
前
尊
経
閣
文
庫
本
で
は
次

の
よ
う
に
、
二
人
の
詩
聯
が
左
右
交
互
に
番
え
ら
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

左
　
　
　
　
　
　
　
資
実

７
　
四
序
若
無
春
外
節
　
一
生
応
住
酔
中
郷
　
　
花
一削
唯
酌
酒

右
　
　
　
　
　
　
　
長
兼

［７
］
四
十
余
廻
留
不
得
　
煙
霞
再
会
老
猶
期
　
　
歳
歳
惜
春
内

左
　
　
　
　
　
　
　
資
実

８
　
辺
塵
風
静
胡
千
里
　
宮
樹
霞
芳
漢
両
京
　
　
花
柳
芳
満
城

右
　
　
　
　
　
　
長
兼

［８
］
行
竃
焼
春
商
客
艇
　
軽
軒
入
雪
夏
王
車
　
　
花
開
水
陸
間

左
　
　
　
　
　
　
　
資
実

９
　
暫
望
雲
路
九
重
雪
　
恐
送
塵
簑
七
世
春
　
　
宮
花
不
限
年

右
　
　
　
　
　
　
　
長
兼

［９
］
興
嘲
朧
水
三
秋
月
　
思
染
巴
天
万
里
霞
　
　
春
山
属
旅
情

こ
の
よ
う
に
交
互
に
番
え
ら
れ
て
い
た
本
に
も
と
づ
き
、
書
写
者
が
資
実

作
の
詩
聯
ば
か
り
を
先
に
左
と
し
て
抜
き
書
き
、
そ
の
後
長
兼
作
の
詩
聯
の

み
を
右
と
し
て
抜
き
出
し
て
書
写
す
る
中
で
、
先
程
の
よ
う
な
誤
写
が
生
じ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
様
に
、
こ
の
詩
合
の
本
来
の
形
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
を
推

定
す
る
の
に
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
る
誤
写
が
も
う

一
例
あ
る
。
そ
れ
は
長

兼
の

［７‐
］
番
で
あ
る
。
以
下
に
、
長
兼
の

［７０
］
番
か
ら

［７２
］
番
ま
で

を
示
す
。

［７０
］
客
夢
枕
冷
秋
風
泊
　
郷
念
涙
余
暮
雨
舟
　
　
海
路
養
何

暁
行
随
朧

［７‐
］
万
里
襲
心
争
申
月
　
千
山
秋
路
接
巴
天
　
　
山
路
秋
行

［７２
］
湖
水
山
消
波
吐
月
　
海
天
舟
去
泊
占
雲
　
　
轟
中
眺
望

こ
の

［７‐
］
番
に
お
い
て
は

「
覇
心
争
日
」
と
い
う
文
字
が
墨
消
し
さ
れ
、

右
側
に

「暁
行
随
朧
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
誤
写
さ
れ
た

「
珊
心
争

日
」
と
い
う
語
句
も
、
次
に
示
し
た
よ
う
に
資
実
の
７‐
番
に
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

７０
　
衣
裳
月
重
覇
中
路
　
梁
棟
雲
生
山
脚
家
　
　
熊
野
詣

７‐
　
万
里
覇
心
争
日
月
　
千
山
郷
思
苦
風
霜
　
　
冬
朝
旅
行

７２
　
湖
中
浦
尽
凍
雲
白
　
朧
上
泉
枯
寒
草
黄
　
　
同

資
実
の
７‐
番
も
長
兼
の

［７‐
］
番
も

「
万
里
」
と
始
ま
り

「
月
」
で
終
わ

る

一
句
を
有
し
て
い
る
た
め
、
誤
写
を
誘
発
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ

で
も
以
下
の
よ
う
に
、
左
右
交
互
に
番
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
る
。

左
　
　
　
　
　
　
　
資
実

７０
　
衣
裳
月
重
署
中
路
　
梁
棟
雲
生
山
脚
家
　
　
熊
野
詣



右
　
　
　
　
　
　
長
兼

［７０
］
客
夢
枕
冷
秋
風
泊
　
郷
念
涙
余
暮
雨
舟
　
　
海
路
推
何

左
　
　
　
　
　
　
　
資
実

７‐
　
万
里
暑
心
争
日
月
　
千
山
郷
思
苦
風
霜
　
　
冬
朝
旅
行

右
　
　
　
　
　
　
　
長
兼

［７‐
］
万
里
暁
行
随
朧
月
　
千
山
秋
路
接
巴
天
　
　
山
路
秋
行

左
　
　
　
　
　
　
　
資
実

７２
　
湖
中
浦
尽
凍
雲
白
　
朧
上
泉
枯
寒
草
黄
　
　
冬
朝
推
何

右
　
　
　
　
　
　
長
兼

［７２
］
湖
水
山
消
波
吐
月
　
海
天
舟
去
泊
占
雲
　
　
覇
中
眺
望

こ
の
場
合
も
先
の
例
と
同
じ
よ
う
に
、
隣
り
合

っ
て
書
か
れ
て
い
た
資
実

と
長
兼
の
詩
句
を
取
り
違
え
た
こ
と
で
、
先
に
増
し
た
よ
う
な
誤
写
が
生
じ

た
と
い
え
る
。

こ
の
作
品
は
こ
れ
ま
で
資
実
と
長
兼
の
二
人
の
詩
聯
を
そ
れ
ぞ
れ

一
括
し

て
収
め
て
お
り
、　
一
般
的
な
詩
合
の
形
式
と
は
異
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
以
上
の
考
察
か
ら
、
前
尊
経
閣
文
庫
本
に
お
い
て
は
、
左

右
を
交
互
に
番
え
る

一
般
的
な
詩
合
の
形
式
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
か

ら
尊
経
閣
文
庫
本
が
作
成
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
二
人
の
詩
聯
を
別
々
に
ま
と

め
る
形
に
改
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一　
尊
経
閣
文
庫
本
成
立
ま
で
の
流
れ

尊
経
閣
文
庫
本
に
お
い
て
は
、
資
実
と
長
兼
の
詩
聯
が
合
計
二
百
聯
書
か

れ
た
後
、
十
九
丁
の
表
と
裏
そ
れ
ぞ
れ
に
奥
書
が
二
種
付
さ
れ
て
い
る
。
前

半
部
は
そ
の
筆
跡
か
ら
、
漢
詩
句
を
書
写
し
た
人
物
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
方
、
後
半
部
は
前
半
部
と
は
筆
跡
を
異
に
し

て
い
る
。
ま
ず
は
奥
書
前
半
部

（十
九
丁
表
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

建
長
八
年
林
鐘
中
旬
以
左
椀
法
印
御

本
書
之
了
弘
誓
院
禅
閣
撰
両

卿
作
百
句
令
番
之
給
始
勝
負
字

雖
被
付
之
憚
後
見
給
□
之
間
被
滅

之
了
書
本
者
彼
禅
閣
御
自
筆

也
云
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（□
は
判
読
で
き
な
い
箇
所
で
あ
る
）

こ
の
前
半
部
に
は

①
　
建
長
八

（
一
二
五
六
）
年
六
月
中
旬
に
左
椀
法
印
御
本
を
も
と
に
書

写
し
た
こ
と

②
　
弘
誓
院
禅
閣
が
藤
原
資
実
と
藤
原
長
兼
両
卿
の
作

っ
た
漢
詩
の
中
か

ら
百
聯
を
撰
び
番
え
た
こ
と

③
　
一死
々
は
判
詞
が
付
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
後
の
人
の
目
に
ふ
れ
る
こ

と
を
は
ば
か

っ
て
、
撰
者
が
そ
の
判
詞
を
消
し
て
し
ま

っ
た
こ
と

④
　
書
写
の
も
と
に
な

っ
た
本
は
弘
誓
院
禅
閣
の
自
筆
で
あ
る
こ
と

の
四
点
が
記
さ
れ
、
①

に
は

「
左
椀
法
印
」
、
②
に
は

「
弘
誓
院
禅
閣
」
と



い
う
二
人
の
人
物
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。

「
左
椀
法
印
」
の

「左
椀
」
と
は
左
大
臣
の
唐
名
で
あ
り
、
当
時

「
左
大

臣
法
印
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
厳
恵
を
指
す
。
厳
恵
は
藤
原
高
実
を
父
と
し
厳

海
僧
正
の
弟
子
と
な

っ
た
醍
醐
寺
の
僧
で
、
後
に
権
大
僧
都
の
地
位
に
つ
い

（７
）

た
。
導
師
と
し
て
各
供
養
を
取
り
仕
切

っ
た
り
、
病
気
平
癒
や
天
下
泰
平
の

祈
蒔
を
行

っ
た
り
し
た
ほ
か
、
祭
文
や
願
文
の
清
書
な
ど
も
行
っ
た
。
文
永

三

（
一
二
六
六
）
年
に
遁
世
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
生
没
年
は
不
詳
で

あ
る
。
群
書
類
従
本
に
お
い
て
こ
の
部
分
は

「古
椀
法
印
」
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
人
物
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
尊
経
閣
文
庫
本
に

よ
っ
て
厳
恵
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
方
、
②
で
撰
者
と
い
わ
れ
る

「弘
誓
院
禅
閣
」
と
は
、
九
条
家
の
藤
原

良
経
の
二
男
、
藤
原
教
家
の
こ
と
で
あ
る
。
建
久
五

（
一
一
九
四
）
年
に
生

ま
れ
、
兄
の
道
家
と
同
じ
く
母
は
藤
原
能
保
女
で
あ
る
。
元
久
元

（
一
二
〇

四
）
年
に
元
服
と
同
時
に
従
五
位
上
に
叙
位
し
、
中
宮
大
夫

・
東
宮
大
夫

・

皇
后
宮
大
夫
を
歴
任
し
た
後
、
建
保
六

（
一
二

一
八
）
年
に
は
正
三
位
権
大

納
言
に
ま
で
至
っ
た
。
書
道
の
弘
誓
院
流
を
ひ
ら
い
た
能
書
家
と
し
て
古
来

知
ら
れ
る
ほ
か
、
『本
朝
文
集
』
に
諷
誦
文

一
編
、
『続
古
今
和
歌
集
』
に
和

歌
四
首
、
『和
漢
兼
作
集
』
に
漢
詩

一
聯
、
和
歌

一
首
が
あ
り
、
詩
歌
に
も

長
け
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た

『教
家
摘
句
』
の
撰
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。
嘉
禄
元

（
一
三
二
五
）
年
に
出
家
し
、
法
名
は
慈
観
と
い
っ
た
。
建
長

七

（
一
二
五
五
）
年
に
六
十
二
歳
で
没
し
た
。

こ
の
厳
恵
と
教
家
の
間
に
は
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
。　
一
つ
に
は
、
両
者

と
も
九
条
家
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
厳
恵

（以
下
の
系
図
中

Ａ
）
は
兼
実
の
曾
孫
、
教
家

（同
系
図
中
Ｂ
）
は
兼
実
の
孫
に
あ
た
る

（後

に
厳
恵
の
父
高
実
は
教
家

の
兄
道
家

の
、
教
家
は
叔
父
の
良
輔

の
養
子
に

な

っ
て
い
る
）
。

摂
関
九
条
家

系
図

（『
尊
卑
分
脈
』
に
も
と
づ
く
）

道
長
―
（
四
代
略
）
忠
通

慈
円

（―
―
―
は
養
子
関
係
を
表
す
）

も
う

一
つ
に
は
、
弘
誓
院
を
介
し
て
の
関
係
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『拾
芥
抄
』

に
よ
れ
ば
、
八
条
南
、
東
洞
院
東
の
弘
誓
院
に
は
教
家
の
邸
宅
が
あ
っ
た
と

（
‐４
）

さ
れ
、
教
家
が
弘
誓
院
と
号
し
た
の
も
こ
こ
に
住
ん
だ
こ
と
に
由
来
す
る
。

そ
の

一
方
で

『
尊
卑
分
脈
』
に
お
い
て
、
厳
恵
の
名
の
下
に
も
同
じ
く

「
弘

誓
院
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
厳
恵
は
教
家
の
後
に

弘
誓
院
に
入

っ
た
人
物
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
先
程
示
し
た
奥
書
前
半
部

の
内
容
①
と
④
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
九
条
家
や
弘
誓
院
を
介
し
て
撰
者
教

家
の
自
筆
本
が
厳
恵

の
手
に
渡
り
、
左
椀
法
印
御
本
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
奥
書
後
半
部

（十
九
丁
裏
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

土
御
門
順
徳
後
堀
川
四
条
後
嵯
峨



五
代
御
侍
読

参
議
菅
原
為
長
卿
真
翰
也

貞
治
弐
年
八
月
日
　
　
菅
為
綱

一｝
悼
¨
［
量
『
¨
け
時
嚇
訓

一
¨
鑢

、
後
嵯
峨
五
代
の
御
侍
読
、
参
議

こ
こ
に
は

⑤
　
詩
聯
は

（し
た
が

っ
て
奥
書
前
半
部
も
）
五
代
の
天
皇
の
侍
読
を

つ

と
め
た
菅
原
為
長
の
自
筆
で
あ
る
こ
と

⑥
　
菅
原
為
綱
が
所
有
し
て
い
た
本
に
、
貞
治
二

（
一
三
六
三
）
年
八
月

奥
書
を
書
い
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑤
に
見
え
る
菅
原
為
長
は
道
真
か
ら
数
え
て
八
代
目
に
あ
た
る
儒
者
で
、

父
は
菅
原
長
守
で
あ
る
。
保
元
三

（
一
一
五
八
）
年
に
生
ま
れ
、
元
暦
二
年

（
一
一
八
五
）
に
文
章
得
業
生
に
補
さ
れ
た
。
建
仁
四
年

（
一
二
〇
四
）
文

章
博
士
に
な

っ
た
後
は
大
蔵
卿

。
式
部
大
輔

・
参
議
を
経

て
、
仁
冶
元
年

（
一
二
四
〇
）
に
正
三
位
に
ま
で
至

っ
た
。
文
人
と
し
て
も
活
躍
し
、
『内
裏

詩
歌
合
』
に
漢
詩
四
聯
、
『
和
漢
兼
作
集
』
に
漢
詩
二
聯
が
あ
る
。
寛
元
四

（
一
二
四
六
）
年
に
八
十
九
歳
で
没
し
た
。

⑥
の
菅
原
為
綱
は
、
こ
の
為
長
か
ら
数
え
て
さ
ら
に
五
代
後
の
人
物
で
あ

る
。
父
は
菅
原
為
視
、
母
は
菅
原
清
長
女
で
あ
り
、
文
章
得
業
生
に
な

っ
た

後
、
宮
内
卿
、
従
三
位
と
昇
進
し
た
。
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
『
後
愚

昧
記
』
や

『
愚
管
抄
』
に
漢
詩
の
作
者
と
し
て
為
綱
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
⑥
に
は

「貞
治
二
年
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
為
綱
は

一
三
六
〇
年
か
ら

八
〇
年
に
か
け
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

⑤
に
示
し
た
よ
う
に
、
為
綱
は
奥
書
前
半
部
ま
で
を
為
長
の
自
筆
で
あ
る

と
記
し
て
い
る
。
確
か
に
為
長
は
文
人
と
し
て
資
実

・
長
兼
と
同
時
代
に
活

躍
し
、
教
家
と
の
関
係
も
深
い
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
奥
書
前
半
部
に
記

さ
れ
た
建
長
八

（
一
二
五
六
）
年
の
時
点
で
、
為
長
は
す
で
に
亡
く
な

っ
て

お
り
、
為
綱
の
こ
の
記
述
は
誤
り
だ
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

さ
ら
に
、
尊
経
閣
文
庫
本
ま
で
の
流
れ
を
考
察
す
る
に
は
、
奥
書
前
半
部

直
後
に
こ
れ
を
記
し
た
人
物
の
署
名
が
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
注
目
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
ら
か
の
文
章
を
記
し
た
後
に
は
署
名
を
書
く
の
が

一

般
的
で
あ
り
、
尊
経
閣
文
庫
本
の
成
立
以
前
に
奥
書
前
半
部
に
署
名
を
有
し

た
本
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
、
現
在
の
尊
経
閣
文
庫
本
が
成

立
す
る
ま
で
の
流
れ
は
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
家
自
筆
本
　
（教
家
の
没
年

一
二
五
五
年
ま
で
に
成
立
）

〓
同

一
本

左
椀
法
印
本
　
（厳
恵
の
所
有
本
）

↑
書
写

奥
書
前
半
部
に
署
名
を
有
す
る
本
　
（
一
二
五
六
年
成
立
）

一↑
数
回
書
写
さ
れ
た
か
？

尊
経
閣
文
庫
本
　
（資
実

。
長
兼
作
の
詩
聯
が
百
聯
ず

つ
一
括
し
て
記

さ
れ
、
奥
書
前
半
部
に
署
名
の
な
い
本
）

↑
付
奥
書



尊
経
閣
文
庫
本
　
（為
綱
が
奥
書
後
半
部
を
付
し
た
本
、　
〓
三
全
二
年

成
立
）

〓
一　
詩
聯
の
作
者
資
実

。
長
兼
と
編
者
教
家

こ
の
作
品
に
詩
聯
が
収
め
ら
れ
て
い
る
資
実
と
長
兼
と
は
、　
一
体
ど
の
よ

う
な
人
物
だ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
資
実
と
長
兼
、
そ
し
て
編
者
教
家
と
の

関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

藤
原
資
実
は
本
名
を
家
実
と
い
い
、
藤
原
兼
光
の
一
男
で
、
母
は
源
家
時

女
で
あ
る
。
応
保
二

（
一
一
六
一
し

年
に
生
ま
れ
、
承
安
四
年

（
一
一
七

四
）
文
章
得
業
生
に
補
さ
れ
た
。
蔵
人
頭

・
参
議

・
左
大
弁
等
を
歴
任
し
た

後
、
権
中
納
言
と
な
り
、
承
元
四
年

（
一
二

一
〇
）
正
二
位
ま
で
至

っ
た
。

後
に
大
宰
権
帥
に
転
じ
た
。
資
実
の
属
す
る
藤
原
氏
北
家
内
麿
流
は
儒
者
を

輩
出
す
る
名
家
で
あ
る
が
、
資
実
も
ま
た
文
章
博
士
や
東
宮
学
士
、
土
御

門

・
順
徳
二
代
の
侍
読
を
つ
と
め
た
。
ま
た
、
藤
原
兼
実
と
藤
原
家
実
の
家

司
と
し
て
九
条
家
と
近
衛
家
の
両
家
に
仕
え
た
ほ
か
、
資
実
の
勘
申
に
よ
っ

て
年
号
が

「承
元
」
と
改
め
ら
れ
た
。
承
久
二
年

（
一
三
二
〇
）
七
月
二
日

に
出
家
し
、
法
名
は
智
寂

（知
寂
）
と
い
っ
た
。
貞
応
二

（
一
三
二
三
）
年

二
月
二
十
日
に
六
十
二
歳
で
没
し
た
。

一
方
、
藤
原
長
兼
は
藤
原
長
方
の
二
男
で
、
母
は
藤
原
通
憲

（信
西
）
女
、

本
名
は
頼
房
で
あ
る
。
安
元
二
年

（
一
一
七
六
）
に
叙
位
し
た
後
、
資
実
と

同
じ
く
蔵
人
頭

。
参
議

・
左
大
弁
を
経
て
、
権
中
納
言
に
至
り
、
承
元
四
年

（
一
二

一
〇
）
に
正
三
位
と
な
っ
た
。
『尊
卑
分
脈
』
で
は

「文
者
三
卿
内
」

と
称
せ
ら
れ
、
藤
原
兼
実

。
良
経
の
家
司
と
し
て
九
条
家
に
仕
え
た
。
建
保

二
年

（
一
二

一
四
）
二
月
八
日
に
出
家
、
法
名
は
覚
阿
と
い
っ
た
。
こ
の
長

兼
に
関
し
て
は
、
『
続
古
事
談
』
の
編
者
や

『
六
代
勝
事
記
』
の
作
者
と
し

て
名
前
が
挙
が

っ
て
い
る
。

長
兼
の
生
年
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
考
察
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も

推
測
の
域
を
出
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
し
か
し

『
明
月
記
』
承
元
元

（
一
二

〇
八
）
年
五
月
二
十
日
条
に
参
内
者
と
し
て
長
兼
の
名
前
が
見
え
、
そ
の
注

に
文
治
五

（
一
一
八
九
）
年
に
二
十
八
歳
だ

っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
初
。
ま

た
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本

『
公
卿
補
任
』
建
永
元

（
一
二
〇
六
）
年
条
に

も
長
兼
の
年
齢
が
傍
記
さ
れ
て
お
り
、
関
口
力
氏
が

『
平
安
時
代
史
事
典
』

で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
応
保
二

（
一
一
六
二
）
年
の
生
ま
れ
と
考
え
ら

れ
る
。

資
実
と
長
兼
は
文
人
と
し
て
非
常
に
優
れ
た
人
物
で
あ
り
、
当
時
の
詩
会

や
詩
歌
会
に
頻
繁
に
参
加
し
て
い
た
。
『
明
月
記
』
で
は

「
才
士
」
と
し
て

資
実
と
長
兼
の
名
前
が
挙
が

っ
て
い
る
ほ
か
、
『
元
久
詩
歌
合
』
に
資
実
が

慈
円
と
、
長
兼
が
定
家
と
番
え
た
二
人
の
漢
詩
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
院
の
殿
上
人
と
し
て
後
鳥
羽
上
皇
に
仕
え
た
ほ
か
、
両
者
と
も
故

実
に
精
通
し
、
承
元
二

（
一
二
〇
八
）
年
に
起
こ
っ
た
鎌
足
御
影
像
の
焼
失

事
件
に
関
し
て
、
そ
の
議
定
の
場
で
二
人
は
意
見
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
二
人
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
乗
車
に
関
す
る
議
論
も
有
名
で
あ
る
。

教
家
は
な
ぜ
こ
の
資
実
と
長
兼
を
詩
合
の
対
象
と
し
て
選
ん
だ
の
だ
ろ
う

か
。一

つ
に
は
、
九
条
家
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
理

由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
故
実
の
知
識
が
深
い
二
人



は
家
司
と
し
て
、
と
も
に
九
条
家
に
仕
え
た
。
ま
た
九
条
家
で
は
数
多
く
の

詩
会
や
詩
歌
会
が
開
か
れ
た
が
、
そ
こ
で
も
資
実
と
長
兼
は
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
存
在
で
あ

っ
た
。

も
う

一
つ
に
は
、
こ
の
資
実
と
長
兼
が
周
囲
か
ら
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
目
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
年
齢
の
二
人
は
そ
の
活
躍
の
場
も
同

じ
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
「
両
卿
」
と
し
て
周
囲
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
教

家
の
兄
道
家
が
そ
の
日
記

『
玉
薬
』
の
中
で
、
二
人
が
中
納
言
を
去

っ
た
こ

と
に
対
し
て

「
況
両
卿

一
度
去
三
中
納
言

・哉
」
（傍
線

・
返
り
点
は
引
用
者
）

と
記
し
て
い
る
。
慈
円
の
書
状
に
も

「
又
長
兼

・
資
実
な
と
に
給
候
。
両
卿

も
候
は
、
無
興
乎
」
と
見
え
、
資
実
と
長
兼
の
二
人
を
指
し
て

「
両
卿
」
と

呼
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
今
村
み
ゑ
子
氏
の

「藤
原
教
家

と

『
月
講
式
ヒ

で
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
今
村
氏
は
こ
れ
を

「
九
条
家
の
、

な
い
し
慈
円
の
、
両
卿

一
対
視
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
周
囲
か
ら
の
資

実

・
長
兼
の

「
両
卿

一
対
視
」
は

（本
人
同
士
の
間
で
も
ラ
イ
バ
ル
意
識
は

あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
）
、
こ
の
作
品
に
お
い
て

『
資
実
長
兼
両
卿
百
番
詩

合
』
と
、
二
人
の
名
前
の
後
に
特
別
に

「
両
卿
」
と
付
け
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で

『
資
実
長
兼
両
卿
百
番
詩
合
』
は
、
資
実
と
長
兼
の
詩
聯
を
左

右
百
聯
ず

つ
一
括
し
て
収
め
て
お
り
、　
一
般
的
な
詩
合
と
は
異
な
る
形
式
を

持

っ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
尊
経
閣
文
庫
本

「
百

番
詩
合
」
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
現
在
広
く
見
ら
れ
る
こ
の
特
異
な
形
式
は

尊
経
閣
文
庫
本
が
書
写
さ
れ
る
段
階
で
初
め
て
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
前
段
階
で
は
左
右
交
互
に
番
え
る
形
式
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ

た
。さ

ら
に
、
奥
書
前
半
部
の
内
容
③
に
お
い
て
、
教
家
が
二
人
の
詩
聯
を
撰

ん
だ
当
初
は
判
詞
に
よ

っ
て
勝
ち
負
け
、
あ
る
い
は
引
き
分
け
を
判
じ
て
い

た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
編
集
当
初
は
資
実
を
左
、
長
兼
を
右
と
し

て

一
番
ず

つ
番
え
、
そ
の
判
詞
を
付
す

一
般
的
な
詩
合
の
形
式
を
と

っ
て
い

た
と
い
え
る
。
と
す
れ
ば
、
教
家
は
そ
の
詩
題
が
異
な
る
場
合
も
、
資
実
と

長
兼
の
詩
聯
を
番
え
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
詩
題
で
は
な
く
二
人
の
作
詩
し

た
二
句

一
聯
の
内
容
で
左
右
を
番
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
人
の
聯
句
が
ど

の
よ
う
な
視
点
で
番
え
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
勝
負
の
判
断
が
ど
の
よ
う
に
下

さ
れ
た
の
か
、
今
後
の
課
題
と
し
て
以
後
考
察
し
た
い
。

ま
た
、
こ
の
作
品
に
漢
詩
句
を
収
め
る
資
実
と
長
兼
と
い
う
人
物
は
、
文

人
と
し
て
当
時
の
作
詩
の
場
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
人
物
で
あ
り
、

故
実
の
知
識
も
深
く
、
九
条
家
と
も
深
い
関
係
が
あ

っ
た
。
同
じ
く
作
詩
の

才
に
恵
ま
れ
た
教
家
に
と

っ
て
は
、
祖
父
兼
実
や
父
良
経
、
あ
る
い
は
兄
道

家
の
も
と
に
出
入
り
す
る
こ
の
資
実
と
長
兼
は
尊
敬
に
値
す
る
人
物
で
あ

っ

た
。
今
村
氏
の
言
わ
れ
る
資
実

・
長
兼
の

「
両
卿

一
対
視
」
を
背
景
に
、
教

家
は
二
人
の
作
詩
に
つ
い
て
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
作
品
は
資
実
と
長
兼
と
九
条
家
の
三
者
の
つ
な
が
り
の
中
で
生
ま
れ
た

と
い
え
る
。



注（１
）

こ
の
漢
詩
句
は
正
治
二

（
一
二
〇
〇
）
年
二
月
九
日
、
藤
原
良
経
の
も
と

で
催
さ
れ
た
詩
歌
会
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
『明
月
記
』
同
日
条
に

「満
座
感
歎
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
座
の
文
人
た
ち
が
秀
句
と
し
て
称
え
た

こ
と
が
わ
か
る
。

（２
）

『群
書
解
題
』
（続
群
書
類
従
完
成
会

。
一
九
六

一
年
）
「資
実

・
長
兼
両

卿
百
番
詩
合
」
に
お
い
て
、
山
岸
徳
平
氏
が

「詩
と
称
し
て
も
、
律
詩
中
の
、

頷
聯
か
頸
聯
か
の

一
つ
の
聯
を
取
り
出
し
て
合
わ
せ
た
」
と
、
『
日
本
古
典

文
学
大
辞
典
』
（岩
波
書
店

。
一
九
八
四
年
）
「資
実
長
兼
両
卿
百
番
詩
合
」

の
項
で
、
大
曾
根
章
介
氏
も

「両
人
の
律
詩
の
中
か
ら
頷
聯
か
頸
聯
の
一
つ

の
対
句
を
取
出
し
た
聯
句
合
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（３
）

『群
書
解
題
』
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（前
掲

（２
》

で
も
、
こ
の
作

品
が
詩
合
と
し
て
特
異
な
形
式
を
有
し
て
い
る
旨
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（４
）

大
伏
春
美

コ
元
久
詩
歌
合
に
つ
い
て
」
「
和
歌
文
学
研
究
』
第
二
十
九

号

。
一
九
七
八
年
九
月
）
で
は
、
本
詩
合
を
用
い
て

『元
久
詩
歌
合
』
の
詩

の
欠
脱
部
分
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
本
詩
合
の
内
容
に
ま
で
踏
み

込
ん
だ
研
究
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

前
掲

（３
）
参
照
。

『吾
妻
鏡
』
建
長
四

（
一
二
五
二
）
年
十

一
月
二
十
二
日
条
に

「御
所
御

持
仏
堂
供
養
、
導
師
左
大
臣
法
印
厳
恵
」
と
あ
る

（傍
線
は
引
用
者
）。

『尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
。

『吾
妻
鏡
』
建
長
四
年
十

一
月
二
十
二
日

（前
掲

（６
と
、
同
六
年
六
月

二
日
、
八
月
十

一
日
、
同
八
年
七
月
十
八
日
条
に
導
師
と
し
て
厳
恵
の
名
前

が
挙
が
っ
て
い
る
。
ま
た
建
長
六
年
六
月
十
六
日
、
同
八
年
六
月
七
日
、
九

月
三
日
、
文
応
元

（
一
二
六
〇
）
年
七
月
二
日
、
八
月
八
日
条
に
は
祈
薦
を

行
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（９
）

『吾
妻
鏡
』
建
長
六

（
一
二
五
四
）
年
四
月
四
日
、
正
嘉
元

（
一
二
五
七
）

年
七
月
十
三
日
、
十
月

一
日
、
同
二
年
六
月
四
日
条
。

（１０
）

『吾
妻
鏡
』
文
永
三
年
六
月
二
十
四
日
条
に

「今
日
、
左
大
臣
法
印
厳
恵

遁
世
晦
レ跡
」
と
あ
る
。

（１１
）

藤
原
教
家
に
つ
い
て
は
、
今
村
み
ゑ
子

「藤
原
教
家
と

『月
講
式
ヒ

翁
明
月
記
研
究
』
五
号

。
二
〇
〇
〇
年
十

一
月
）
に
お
い
て
、
詳
細
に
言
及

さ
れ
て
い
る
。

（‐２
）

『入
木
抄
』
で
は

「其
間
に
弘
誓
院
入
道
大
納
言
等
、
珈
又
黙
替
て
、
人

多
好
用
欺
。
凡
者
法
性
寺
関
自
の
余
風
也
。
」
と
記
さ
れ
、
『尺
素
往
来
』
に

も

「弘
誓
院

（教
家
）
模
様
面
白
候
。」
と
あ
り
、
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（‐３
）

教
家
の
出
家
に
つ
い
て
は
、
五
味
文
彦

「明
月
記
の
群
像
」
「
明
月
記
の

史
料
学
』
青
史
出
版

。
二
〇
〇
〇
年
）
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（‐４
）

『拾
芥
抄
』
諸
名
所
部
第
二
十

「弘
誓
院
」
の
項
に

「八
条
南

東
洞
院
東

大
納
言
教
家
宅
」
と
あ
る

（傍
線
は
引
用
者
）。

（‐５
）

菅
原
為
長
に
関
し
て
は
、
山
崎
誠

「菅
大
府
卿
為
長
伝
小
考
」
（
国
語
国

文
』
第
四
十
八
巻
第
七
号

。
一
九
七
九
年
七
月
、
の
ち

『中
世
学
問
史
の
基

底
と
展
開
』
（和
泉
書
院

。
一
九
九
二
年
）
所
収
）、
蔭
木
英
雄

「中
世
初
期

籍
紳
漢
文
学
概
観
―
菅
原
為
長
を
手
が
か
り
に
―
」
「
相
愛
大
学
相
愛
女
子

短
期
大
学
研
究
論
集

国
文

。
家
政
学
科
編
』
第
二
十

一
巻

。
一
九
八
四
年

二
月
）
に
詳
し
い
。

（・６
）

『尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
。

（‐７
）

『後
愚
昧
記
』
応
安
四

（
一
三
七

一
）
年
二
月
五
日
条
、
『愚
管
記
』
応
安

四
年
九
月
十
三
日
、
永
和
元
年

（
一
三
七
五
）
二
月
十
八
日
条
。

（‐８
）

大
伏
氏
が

「元
久
詩
歌
合
に
つ
い
て
」
（前
掲

（４
と

で
、
蔭
木
氏
が

「中
世
初
期
籍
紳
漢
文
学
概
観
―
菅
原
為
長
を
手
が
か
り
に
―
」
（前
掲

（‐５
））
で
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
為
長

・
資
実

。
長
兼
は
当
時
の
詩
会

や
詩
歌
会
に
数
多
く
出
席
し
て
い
る
。

（‐９
）

今
村
氏
は

「藤
原
教
家
と

『月
講
式
ヒ

（前
掲

（ｎ
と

で
、
為
長
と
教

家
も
同
じ
詩
会
や
詩
歌
会
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
、
教
家
の
出
家
を
聞
い
た

8  7     6  5



為
長
が
教
家
の
も
と
に
駆
け
つ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
、
二
人
の
関
係
に

つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（２０
）

「中
世
初
期
緒
紳
漢
文
学
概
観
―
菅
原
為
長
を
手
が
か
り
に
―
」
（前
掲

（‐５
））
注
⑮
で
も
資
実
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（２‐
）

細
谷
勘
資

「
日
野
流
藤
原
氏
の
形
成
過
程
」
「
史
衆
』
第
二
十
三
号

。
一

九
八
八
年
十

一
月
）
参
照
。

（２２
）

『玉
葉
』
文
治
三

（
一
一
八
七
）
年
十

一
月
二
十
三
日
条
に
兼
実
の
、
『猪

隈
関
白
記
』
建
久
九
年

（
一
一
九
八
）
正
月
二
十
五
日
条
に
家
実
の
家
司
で

あ

っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
伏
氏
が

「元
久
詩
歌
合
に
つ
い

て
」
（前
掲

（４
こ

の
中
で

「資
実
は
、
良
経

・
家
実
の
両
家
に
親
し
く
仕

え
た
」
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（２３
）

『編
御
記
』
「承
元
」
の
項
に

「改
元
被
レ
用
二
承
元
つ
藤
中
納
言

（資
実
）

被
レ進
レ之
」
と
あ
る

（括
弧
内
は
引
用
者
）。

（２４
）

細
谷
勘
資

「『長
兼
螺
魚
抄
』
と

『魚
書
奉
行
抄
ヒ

（『国
書
逸
文
研
究
』

第
二
十
三
号

・
一
九
九
〇
年
十
月
）
に
、
藤
原
長
兼
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か

れ
て
い
る
。

（２５
）

『玉
葉
』
文
治
四
年

（
一
一
八
八
）
二
月
二
日
条
に
兼
実
の
家
司
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
『明
月
記
』
正
治
元

（
一
一
九
九
）
年
六
月
二
十
三
日
条
に
は

良
経
の
家
司
と
し
て
内
示
が
下
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（２６
）

木
下
資

一
「『続
古
事
談
』
と
承
久
の
変
前
夜
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
第

七
七
二
号

・
一
九
八
八
年
五
月
）、
「
続
古
事
談
』
長
兼
編
者
説
再
論
―
任

子
説
話
の
位
置
の
こ
と
な
ど
―
」
（
論
集
説
話
と
説
話
集
』
二

一〇
〇

一
年

五
月
）
に
、
『続
古
事
談
』
の
長
兼
編
者
説
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
弓

削
繁

コ
ハ
代
勝
事
記
の
成
立
」
（『六
代
勝
事
記
の
成
立
と
展
開
』
風
間
書

一房
。
二
〇
〇
三
年
）
で
は
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た

『六
代
勝
事
記
』
の
各

作
者
説
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
長
兼
説
に
つ
い
て
も
詳
し
い
。
な
お
、
資
実

作
者
説
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（２７
）

矢
野
太
郎

「
三
長
記
解
題
」
（史
料
大
成

『
三
長
記
し

に
お
い
て
、
建
永

元

（
一
二
〇
六
）
年
に
五
十
歳
前
後
と
、
久
保
田
淳

「承
久
の
乱
以
後
の
藤

原
定
家
と
そ
の
周
辺
―

『
明
月
記
』
を
読
む
―
」
「
文
学
』
第
五
十
三
巻
第

七
号

。
一
九
八
五
年
七
月
、
の
ち

『藤
原
定
家
と
そ
の
時
代
』
（岩
波
書

店

。
一
九
九
四
年
）
所
収
）
の
中
で
、
応
保
二
年

（
一
一
六
一
し

頃
の
生
ま

れ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『続
古
事
談
』
編
者
説
、
『六
代
勝
事
記
』

作
者
説
を
論
じ
る
際
に
、
そ
の
生
年
に
つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
て
き
た
。

（２８
）

『明
月
記
』
承
元
元

（
一
二
〇
八
）
年
五
月
二
十
日
条
に

「文
治
五
年
前

摂
政
殿

（藤
原
良
経
）
初
見
、
其
初
出
仕
時
廿
八
」
と
あ
る

（括
弧
内
は
引

用
者
）。

（２９
）

定
家
本

『公
卿
補
任
』
建
永
元
年
条
に
お
い
て
、
長
兼
が
文
治
三

（
一
一

八
七
）
年
に
二
十
六
歳
、
建
久
二

（
一
一
九

一
）
年
に
三
十
歳
、
建
久
六
年

に
二
十
四
歳
、
元
久
元

（
一
二
〇
四
）
年
に
四
十
三
歳
で
あ
っ
た
旨
が
記
さ

れ
て
い
る
。

（３０
）

古
代
学
協
会

・
古
代
学
研
究
所
編

『平
安
時
代
史
事
典
』
（角
川
書
店

。

一
九
九
四
年
）
「藤
原
長
兼
」
の
項
参
照
。

（３‐
）

前
掲

（１８
）
参
照
。

（３２
）

『
明
月
記
』
正
治
二

（
一
二
〇
〇
）
年
二
月
九
日
条
。

（３３
）

『明
月
記
』
建
久
九

（
一
一
九
八
）
年
正
月
十
三
日
条
に

「院
殿
上
人
」

と
し
て
二
人
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。

（３４
）

承
元
二

（
一
二
〇
八
）
年
二
月
二
日
、
金
峯
山
の
衆
徒
に
よ
る
多
武
峯
襲

撃
の
際
に
、
鎌
足
の
御
影
像
が
焼
失
し
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
藤
原
家
実

が
議
定
を
開
い
た
が
、
『猪
隈
関
白
記
』
承
元
二
年
間
四
月
十
九
日
条
に
は
、

資
実
と
長
兼
を
含
め
各
公
卿
の
意
見
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（３５
）

『百
錬
抄
』
承
元
三

（
一
二
〇
九
）
年
十

一
月
二
十
五
日
条
に
、
コ
一長

記
』
承
元
三
年
十

一
月
二
十
日
の
記
述
で
あ
る
と
し
て
、
資
実
と
長
兼
の
間

で
交
わ
さ
れ
た
車
の
上
座
に
つ
い
て
の
議
論
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
明
月
記
』
建
保
元

（
一
二

一
一こ

年
四
月
二
十
二
日
条
に
も
、
長
兼
が

語
っ
た
話
と
し
て
同
議
論
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、



池
上
洵

一
「公
家
日
記
に
お
け
る
説
話
の
方
法
―

「興
定
め
」
の
こ
と
な
ど

―
」
「
中
世
説
話
と
そ
の
周
辺
』
明
治
書
院

。
一
九
八
七
年
、
の
ち

『説
話

と
記
録
の
研
究
』
（和
泉
書
院

。
二
〇
〇

一
年
）
所
収
）
に
詳
し
い
。

（３６
）

『玉
薬
』
承
元
五

（
一
二

一
一
）
年
十
月
十
三
日
条
。

（３７
）

五
味
文
彦

「明
月
記
の
群
像
」
（前
掲

（１３
と

に
、
『長
秋
記
』
紙
背
文

書
と
し
て
残
る
慈
円
の
書
状
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（３８
）

前
掲

（１１
）
参
照
。

本
稿
に
引
用
し
た
本
文
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系

『尊
卑
分
脈
』
ヨ
ロ妻
鏡
』

（吉
川
弘
文
館
）、
『
明
月
記
』
『
玉
葉
』
（国
書
刊
行
会
）、
群
書
類
従

『入
木
抄
』

『尺
素
従
来
』
『編
御
記
』
（続
群
書
類
従
完
成
会
）、
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成

『拾

芥
抄
』
（八
木
書
店
）
、
『玉
薬
』
（思
文
閣
出
版
）
に
よ
る
。

〈付
記
〉

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
か
ら

「百
番
詩
合
」
の
書

誌
的
事
項
を
教
え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
翻
刻
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
。

深
謝
申
し
上
げ
る
。

本
稿
は
、
平
成
十
二

（二
〇
〇
〇
）
年
度
に
大
阪
大
学
文
学
部
に
提
出
し
た
卒

業
論
文
、
及
び
平
成
十
四

（二
〇
〇
二
）
年
十

一
月
十
六
日
、
第
七
十
七
回
和
漢

比
較
文
学
会
例
会

（西
部
）
で
の
口
頭
発
表
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
た
。

ま
た
今
回
、
後
藤
昭
雄
先
生

・
谷
口
真
起
子
氏

・
仁
木
夏
実
氏

・
山
谷
紀
子
氏

に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

―
吹
田
市
立
千
里
山

。
佐
井
寺
図
書
館
司
書
―


